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突
然
で
す
が
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
質
問
で
す
。「
国

体
の
記
念
樹
公
園
を
ご
存
知
で
す
か
？
」

　

大
半
の
人
が
「
え
っ
、そ
ん
な
公
園
ど
こ
に
あ
る
の
？
」

と
思
わ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

平
成
２
年
、
福
岡
県
で
「
と
び
う
め
国
体
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
わ
が
須
恵
町
で
は
「
な
ぎ
な
た
」、
志
免
町

で
「
相
撲
」、
篠
栗
町
で
「
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
」
の
各
競
技

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

若
杉
福
岡
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ（
当
時
）が
中
心
に
な
っ

て
、
糟
屋
郡
内
の
６
町
に
、
国
体
を
記
念
し
て
、
全
国
都

道
府
県
の
木
を
植
え
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

須
恵
町
で
は
、
上
須
恵
区
の
一
角
に
30
種
類
ほ
ど
の
県

木
を
植
え
、
平
成
13
年
に
佐
谷
区
に
運
動
公
園
が
完
成
し

た
の
を
機
に
そ
こ
に
移
植
し
ま
し
た
。

　

国
体
の
記
念
樹
公
園
は
、
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
直
ぐ

上
に
あ
り
ま
す
。

　

園
内
に
は
、
北
海
道
の
エ
ゾ
マ
ツ
を
は
じ
め
、
宮
崎
県

の
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
、
鹿
児
島
県
の
カ
イ
コ
ウ
ズ
、
山
形
県

の
サ
ク
ラ
ン
ボ
、
長
野
県
の
シ
ラ
カ
バ
な
ど
、
各
県
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
知
ら
れ
る
木
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
秋
田
、
三
重
、
高
知
、
京
都
の
４
つ
の
府
県
は
ス
ギ
、

群
馬
、
福
井
、
島
根
、
愛
媛
の
各
県
は
共
通
し
て
ク
ロ
マ

ツ
と
、
同
じ
木
を
県
木
に
指
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
都
道
府
県
の
木
を
集
め
た
場
所
と
し
て
、
意

外
や
意
外
、
国
会
議
事
堂
の
敷
地
内
に
、
昭
和
45
年
、
議

会
制
度
70
周
年
を
記
念
し
て
植
え
ら
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
須
恵
町
の
国
体
記
念
樹
公
園
、
一
部
に
枯

れ
た
木
も
あ
っ
て
、
印
象
と
し
て
は
若
干
さ
び
し
い
気
が

し
な
い
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
町
で
は
将
来
、
直
ぐ
下
に
あ

る
沈
床
庭
園
に
移
植
し
て
、
町
民
に
静
か
に
鑑
賞
し
て
も

ら
う
構
想
も
描
い
て
い
ま
す
。

（
須
恵
町
自
然
教
育
林
推
進
協
議
会
）

とびうめ国体を記念して作られた国体記念樹公園
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絵
図
面
に
描
か
れ
て
い
る
建
物

が
、
そ
の
役
所
に
あ
た
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
柱
穴
な
ど
は
、
ま

だ
確
認
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
瓦

片
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

建
物
が
建
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

昨
年
度
の
発
掘
調
査
で
は
、
地

面
を
整
地
し
た
跡
が
見
つ
か
り
、

何
ら
か
の
遺
構
が
あ
る
こ
と
が
確

認
で
き
ま
し
た
。
今
年
度
の
調
査

で
は
、
建
物
の
痕
跡
の
有
無
を
確

認
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　

  （
啓
）

　

昨
年
度
か
ら
、
福
岡
藩
磁
器
御

用
窯
跡
の
発
掘
調
査
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。　

　

発
掘
場
所
は
、「
陶
器
所
跡
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
所
で
す
。
今
か

ら
、
約
２
０
０
年
前
の
江
戸
時
代

の
絵
図
に
は
「
陶
器
所
跡
」
の
部

分
に
大
型
の
建
物
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。
文
献
資
料
の
研
究
で
は
、

福
岡
藩
が
須
恵
焼
の
た
め
に
「
皿

山
役
所
」
と
呼
ば
れ
る
役
所
を
設

置
し
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

須
恵
焼
窯
跡
の
発
掘
調
査
を

行
な
っ
て
い
ま
す

企画展のご案内
（月曜休館・祝日の場合は翌日休館・入館無料）
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須恵皿山陶器所の図

　「郷土を描く展　 」は、一昨年の秋に開催し
た「郷土を描く」展の第二弾です。郷土の良さを
再発見し、またそれを子どもたちに伝えたいとい
う気持ちから、糟屋およびその周辺地区に画題を
求めて制作した作品を展示します。
　出品するのは、糟屋の小学校に勤務し、図画工
作科教育の研究と振興に努めている教員とその指
導にあたっている講師など６人です。展覧会を通
じてふるさと糟屋の美しい風景に出会ってください。

出品者
　山野　芳朗　　笹口　篤　　　　橋本　靖子　
　木村　辰也　　八久保　卓爾　　原口　重利

　堀澤大吉展「月はうさぎの夢を見る」は、新宮
町在住の画家、堀澤大吉さんの個展です。
　うさぎをモチーフとした絵画 34 点、立体 20
点の計 54 点を展示します。誰もが、心の奥深く
に持っている “ 原風景 ” のようなものに、季節の
風や光を織り交ぜた月明かりの中にうさぎが描か
れています。堀澤さんが描くうさぎは、お喋りし
たり、笑ったり、驚いたりと、まるで人間の子ど
ものように豊かな表情をしています。立体作品は、
オウムガイ、アンモナイト、ラテメリア（シーラ
カンス）などの木彫（小品）を展示します。

堀澤 大吉 展
「月はうさぎの夢を見る」
２月23日（土）～３月９日（日）

「郷土を描く展  Ⅱ」
２月３日（日）～17日（日）

黒門　　八久保　卓爾

＊歴史民俗資料館では、大正・昭和のちょっとレトロなひな人形を展示しています＊


